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「野鳥便覧」とは「野鳥便覧」とは

上巻上巻 昭和昭和1313年（年（19381938年）、下巻年）、下巻 昭和昭和1616年（年（19411941年）年）

日本野鳥の会大阪支部（上巻は前身の阪神支部）が発行日本野鳥の会大阪支部（上巻は前身の阪神支部）が発行



▲▲「野鳥」昭和「野鳥」昭和1616年年1111月号広告月号広告

野鳥便覧下巻野鳥便覧下巻

菊半載百七十頁。

掲載鳥類二百十六種。

図版三十二枚（四色版）

鳥学会の至宝榎本翁が五十年の収穫

明細正確な原色図はすべて翁の自筆

実際役に立つ野鳥ガイドブック

定価 二円五十銭

広告コピー広告コピー

参考 当時の物価 白米１０ｋｇ: ３円２５銭



榎本佳樹とは榎本佳樹とは
●●明治６年（明治６年（18731873年）徳島市生まれ年）徳島市生まれ
●陸軍幼年学校から士官学校に進●陸軍幼年学校から士官学校に進
み、明治み、明治3030年（年（18971897年）以降、明治年）以降、明治
４４年まで軍人生活を送る。４４年まで軍人生活を送る。
●●大正大正55年（年（19161916年）日本鳥学会入会年）日本鳥学会入会
●大正６年、高野山中学に奉職●大正６年、高野山中学に奉職
●昭和８年（●昭和８年（19331933年）退職までの年）退職までの1616
年間を高野山で過ごされ、付近の鳥年間を高野山で過ごされ、付近の鳥
類調査を実施類調査を実施
●昭和８年、山を下って大阪に転居、●昭和８年、山を下って大阪に転居、
大阪支部の実地指導者となる。大阪支部の実地指導者となる。
●昭和●昭和2020年（年（19451945年）１月急逝年）１月急逝
著書に、「野鳥便覧」の他、「野の鳥著書に、「野鳥便覧」の他、「野の鳥
の思い出」（の思い出」（19421942年）があり、又、動年）があり、又、動
物学雑誌、鳥、野鳥、農林省発行の物学雑誌、鳥、野鳥、農林省発行の
鳥獣報告集等に数多くの報告、論文鳥獣報告集等に数多くの報告、論文
を残されているを残されている

「野鳥」榎本佳樹翁古希記念特集号
から転写
（1938年当時 66歳の肖像写真）



美しく正確な図版美しく正確な図版

鳥のみを描いた一般的な図版鳥のみを描いた一般的な図版

原色野外鳥類図譜原色野外鳥類図譜

昭和昭和1313年年 下村兼史著下村兼史著

小さく描いたため、細部が表れていなかったり、省
略された部分があったりするのもやむを得ないこと
である。しかしながら相当親切に描いたつもりであ
るから、図画の欠点のため、種類の違ったものに
見える様なのは、沢山あるまいと信じている。

●生息環境を背景に ●野鳥画としての価値も高い



「野鳥便覧」上巻「野鳥便覧」上巻 ７８種７８種1717葉の図版葉の図版



















「野鳥便覧」「野鳥便覧」 下巻下巻 216216種種3232葉の図版葉の図版

































下巻巻末の日本産主要鳥類測定表下巻巻末の日本産主要鳥類測定表

現在の図鑑のほとんどが、この測定値を引用している



表中の全長や翼の開長などは、室内鳥学者には必要の少ないものである表中の全長や翼の開長などは、室内鳥学者には必要の少ないものである
が、野外で活鳥を観察する場合、鳥の大きさの概略を知るためには、翼長よが、野外で活鳥を観察する場合、鳥の大きさの概略を知るためには、翼長よ
りもはるかに多く役立つものであり、また体重は、それによって鳥類実体のりもはるかに多く役立つものであり、また体重は、それによって鳥類実体の
大きさの大要を察知することができるものである。大きさの大要を察知することができるものである。



野鳥便覧野鳥便覧 上巻の構成上巻の構成

 序文序文 内田清之介内田清之介

 目次目次
自序自序
凡例凡例 鳥類の名称、科名、学名、猟鳥禁鳥別、渡り、鳥類の名称、科名、学名、猟鳥禁鳥別、渡り、

形状、大きさ、生息数の多少、色彩、鳴声、形状、大きさ、生息数の多少、色彩、鳴声、
生息場所、食性、利害、分布、近似亜種等生息場所、食性、利害、分布、近似亜種等

総説総説 １１ 種の判定種の判定 ２２ 渡り渡り ３３ 繁殖繁殖 ４４ 分布分布
５５ 鳥数の数え方鳥数の数え方 ６６ 観察地における諸注意観察地における諸注意
７７ 記帳記帳 ８８ 予備研究予備研究 ９９ 観察の時期観察の時期

１０１０ 観察の時刻観察の時刻 １１１１ 観察の機会観察の機会 １２１２ 観察地域の限度観察地域の限度
１３１３ 渡りによる鳥類の類別渡りによる鳥類の類別 １４１４ 携行品その他携行品その他

各論各論 主要鳥類主要鳥類7878種を解説種を解説



序文 内田 清之介



総説総説 1111 観察の機会観察の機会



野鳥便覧野鳥便覧 下下巻の構成巻の構成

 目次目次

各論各論 上巻掲載以外の鳥類２１６種を解説上巻掲載以外の鳥類２１６種を解説

●●上巻との違いは？上巻との違いは？ ・・・・・・ 繁殖についての記載繁殖についての記載

はしがきの一部はしがきの一部

繁殖に関する知識の普及は、かえって鳥類の減少及び絶滅を招きはしないか繁殖に関する知識の普及は、かえって鳥類の減少及び絶滅を招きはしないか
と思われる様な、我国今までの実状であったから、上巻には繁殖関係のことをと思われる様な、我国今までの実状であったから、上巻には繁殖関係のことを
掲載しなかったが、・・・掲載しなかったが、・・・ （中略）（中略） 子々孫々のためのも種々な天産物を愛護保子々孫々のためのも種々な天産物を愛護保
存せねばならぬことや、それらを絶滅させるのが、国民の恥であることなどに、存せねばならぬことや、それらを絶滅させるのが、国民の恥であることなどに、
気のつく人も出来ることと思われるので、我国での繁殖状態が知られている種気のつく人も出来ることと思われるので、我国での繁殖状態が知られている種
類のものについて概要を類のものについて概要を記する記することにした。ことにした。

●●肉の味についての記載肉の味についての記載
上巻、下巻とも猟鳥に関しては、肉の味のよし悪しが記載されている。

現在の図鑑ではちょっと考えられない。



コモモジロってどんな鳥？コモモジロってどんな鳥？



かつては稀な鳥、今、最も普通種は？かつては稀な鳥、今、最も普通種は？

 その他その他 当時と今とで状況が当時と今とで状況が
大きく異なる鳥大きく異なる鳥

●● ヒヨドリ：山地で繁殖、一部はヒヨドリ：山地で繁殖、一部は
秋の中頃から平地に出てくる秋の中頃から平地に出てくる
が、渡りをするものもある。が、渡りをするものもある。

●● キジバト：近年激減する様でキジバト：近年激減する様で
あるから、保護の必要が多い。あるから、保護の必要が多い。

●● ケリ：稀ケリ：稀 本土の一部で繁殖本土の一部で繁殖
するが近年非常に少なくするが近年非常に少なくなっなっ
ていて、保護の必要は多大でていて、保護の必要は多大で
ある。ある。

●● ウミスズメ：普通ウミスズメ：普通 我国の諸我国の諸
地方で最も普通に見られる種類地方で最も普通に見られる種類

などなど・・・などなど・・・



榎本佳樹と大阪の野鳥榎本佳樹と大阪の野鳥
１１ 大阪府郷土博物誌大阪府郷土博物誌 第１編第１編 （昭和９年６月刊）（昭和９年６月刊）
大阪府の鳥類について大阪府の鳥類について 初の大阪府鳥類目録初の大阪府鳥類目録
確認種＋確実と推定される１９２種をリストアップ確認種＋確実と推定される１９２種をリストアップ

19341934年３月調年３月調
大阪府鳥類の将来と保護について大阪府鳥類の将来と保護について

（前略）（前略）
鳥類の将来に関しては実に寒心に堪えないものがあ鳥類の将来に関しては実に寒心に堪えないものがあ
り、大阪府では特にそれが甚だしい様に思われるから、り、大阪府では特にそれが甚だしい様に思われるから、
鳥類を愛好する人や、鳥類研究を事とする人等は、鳥鳥類を愛好する人や、鳥類研究を事とする人等は、鳥
類に関する知識に愛護心の普及に努めることを第一類に関する知識に愛護心の普及に努めることを第一
の急務とせねばなるまい。・・・・の急務とせねばなるまい。・・・・



２２ 大阪市内で繁殖する野鳥について大阪市内で繁殖する野鳥について （昭和１４年３月）（昭和１４年３月）
１６種の繁殖１６種の繁殖
・・・スズメの他ではただ○○○○が末長く市内に頑張り得・・・スズメの他ではただ○○○○が末長く市内に頑張り得

る見込みがあるだけで、他のすべての種類は近い将来、年る見込みがあるだけで、他のすべての種類は近い将来、年
月とともに減少することはもちろん、種類によっては今後１年月とともに減少することはもちろん、種類によっては今後１年
間余命を保ち得ないことが明らかなものさえあるので、鳥類間余命を保ち得ないことが明らかなものさえあるので、鳥類
の棲住による大阪市の風致は、絶滅の直前にあると言わなの棲住による大阪市の風致は、絶滅の直前にあると言わな
ければならず、せめて一小部分でも鳥類の棲住繁殖に適すければならず、せめて一小部分でも鳥類の棲住繁殖に適す
る場所を保存して、無くなれば将来絶対に復元できない天然る場所を保存して、無くなれば将来絶対に復元できない天然
記念物である鳥類の地方的絶滅を防ぎたいものである。記念物である鳥類の地方的絶滅を防ぎたいものである。

○○○○は・・・○○○○は・・・
当時から大阪市内中心部の諸所に点在する銀杏樹に営巣当時から大阪市内中心部の諸所に点在する銀杏樹に営巣
繁殖し、市の周辺部や郊外ではほとんど繁殖しない一種独繁殖し、市の周辺部や郊外ではほとんど繁殖しない一種独
特の習性を持っている。特の習性を持っている。
答え答え ササゴイササゴイ

榎本佳樹と大阪の野鳥榎本佳樹と大阪の野鳥



榎本佳樹と大阪の野鳥榎本佳樹と大阪の野鳥
 当時の調査地や当時の調査地や

探鳥会の場所探鳥会の場所

１１ 住吉浦住吉浦（現在の南港）（現在の南港）

２２ 淀川、新淀川河口淀川、新淀川河口

３３ 南河内の御陵南河内の御陵（仲哀応神陵付近）（仲哀応神陵付近）

４４ 箕面箕面（阪神支部第１回探鳥会開催地）（阪神支部第１回探鳥会開催地）

５５ 岩湧山岩湧山（大毎野鳥の会第１回探鳥会）（大毎野鳥の会第１回探鳥会）

中西悟堂と榎本佳樹が岩湧寺本堂で講演中西悟堂と榎本佳樹が岩湧寺本堂で講演

聴衆４百人聴衆４百人

６６ 生駒山生駒山

７７ 山田池山田池 などなど

▲住吉浦で観察中の榎本翁



榎本佳樹翁が遺された言葉榎本佳樹翁が遺された言葉

 私は標本を頭の中に入れております。私は標本を頭の中に入れております。敢て無味乾燥敢て無味乾燥
なな標本などしまっておくよりも、野外に出れば生きた標本などしまっておくよりも、野外に出れば生きた
標本がおりますし、また生きいきとした姿や色は絵に標本がおりますし、また生きいきとした姿や色は絵に
して残しておけます。だから私は標本などを持たないして残しておけます。だから私は標本などを持たない
のです。のです。

 一億人の日本人中、鳥類愛護の必要なことに気づい一億人の日本人中、鳥類愛護の必要なことに気づい
ている人は、多くとも一千人位で、保護に努めなけれている人は、多くとも一千人位で、保護に努めなけれ
ばならぬという考えを持っている人は多分百人にもばならぬという考えを持っている人は多分百人にも
達しないであろう。達しないであろう。

 鳥類は国有の宝物である。今の時代に生きている人鳥類は国有の宝物である。今の時代に生きている人
間だけが楽しんで、その後は絶滅しても差支えない間だけが楽しんで、その後は絶滅しても差支えない
というものではない。われわれが楽しんだと同様にわというものではない。われわれが楽しんだと同様にわ
れわれの子々孫々までも楽しますべく、その保護とれわれの子々孫々までも楽しますべく、その保護と
増殖に力を尽くすことは義務である。増殖に力を尽くすことは義務である。



榎本佳樹翁が遺された言葉榎本佳樹翁が遺された言葉
 鳥類の研究は豊富な資産を有する人のすることで、鳥類の研究は豊富な資産を有する人のすることで、
貧乏人の為すべきことでないと、多くの人はいい、ま貧乏人の為すべきことでないと、多くの人はいい、ま
た実際その通りであると私もある程度感じているので、た実際その通りであると私もある程度感じているので、
私などは何れの点から考えても「研究」といえる程立私などは何れの点から考えても「研究」といえる程立
派な仕事を為しえておらず、定めし多くの人の悪罵冷派な仕事を為しえておらず、定めし多くの人の悪罵冷
評の対象となっていることと覚悟している。（中略）評の対象となっていることと覚悟している。（中略）
が、万一私が物質的に恵まれていたとしても、人に対が、万一私が物質的に恵まれていたとしても、人に対
し優越感を表示するような、アメリカ式なことは絶対にし優越感を表示するような、アメリカ式なことは絶対に
しないだろうと思われ、また今まで私が実際にやってしないだろうと思われ、また今まで私が実際にやって
来た、困苦窮乏や酷暑烈寒などと闘い、幾多の事情来た、困苦窮乏や酷暑烈寒などと闘い、幾多の事情
にも耐え、根気と体力を資として、汗や涙を流しながら、にも耐え、根気と体力を資として、汗や涙を流しながら、
野鳥の生態観察に一生懸命になっているようなことを、野鳥の生態観察に一生懸命になっているようなことを、
恥とも思わず誇りにもしていないのである。恥とも思わず誇りにもしていないのである。

「野鳥」榎本佳樹翁古希記念号「野鳥」榎本佳樹翁古希記念号 経歴抜粋記より経歴抜粋記より



野鳥の生態研究と愛護運動に野鳥の生態研究と愛護運動に
捧げられた榎本翁の足跡を捧げられた榎本翁の足跡を

これからも、多くの人に伝えていきたいこれからも、多くの人に伝えていきたい

おわりおわり

（引用、参考文献：日本野鳥の会「野鳥」（引用、参考文献：日本野鳥の会「野鳥」102102号号 昭和昭和1717年年1111月号月号
榎本佳樹翁古稀記念榎本佳樹翁古稀記念 特集号、藤原廣蔵「大阪支部のあゆみ」特集号、藤原廣蔵「大阪支部のあゆみ」19701970
年支部報年支部報NO39NO39、、19711971年支部報年支部報NO41NO41、、19721972年支部報年支部報NO45NO45 、、
藤原英司「全集日本動物誌藤原英司「全集日本動物誌1616 榎本佳樹榎本佳樹 野の鳥の思い出」解説野の鳥の思い出」解説
19831983年講談社年講談社 などなど ））


